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hard that it shone with blood. 【　　 E 　　】 
It seems to me that he was trying to endure 
the fear and the loneliness of being left 
alone. He might be trying to tolerate other 
negative feelings welling up inside him : 
grief, anger...and maybe a sense of guilty. 

Yoko :  A sense of guilty? 
Sota :   Maybe he thought the death of the baby 

was his fault.  A little child would cry in this 
situation, but I guess he couldn’t afford to 
cry like a little child because he knew he 
would have to live alone. 

Yoko :  War is terrible especially for children. 
   【　　　F　　　】
Sota :   I could do nothing but watch the flames 

together with him.
Yoko :  I would like to hold him by the hand and 

share his pain. I hope he survived the hard 
time after the war and he is having a happy 
life now.

Sota :   If he is still alive, he is as old as my grandfather. 
My grandfather has never talked about the 
wartime. I’ll tell him about this exhibition 
and ask him what he went through.

Yoko :  I’d like to listen to his story. Do you mind if I 
go with you?

Sota :   Not at all. 【　　　G　　　】

Sota :   There are so many photos in this exhibition.
Yoko :  Yes, I hear there are about three hundred 

photos here. They show us the twentieth 
century was not only an age of progress, but 
an age of war.

Sota :   【　　　A　　　】
Yoko :  The picture of the Berlin Wall. It looked like a 

symbol of the cold war. How about you?    
Sota :   Do you remember the picture of a boy 

carrying a baby on his back?
Yoko :  Yes, I remember it. I really feel sorry for the 

boy. I saw you standing in front of the 
picture for a while. 【　　　B　　　】

Sota :   Well, I was wondering why the boy was all 
alone. Why did he bring the dead baby to 
this cremation ground all by himself?

   【　　　C　　　】
Yoko :  This photo was taken in Nagasaki just after 

the war, so maybe they were all dead 
because of the bomb.

Sota :   Was there any place for him to go back to? 
I’m afraid he had nobody to take care of 
him.

Yoko :  【　　　D　　　】
Sota :   Well, do you remember the look of him? 
Yoko :  Yes. His face was hard. 
Sota :   The photojournalist who took this picture 

says that the boy was biting his lower lip so 

１ 次の問に対する答えを本文中の語句（または文）をそのまま抜いて示しなさい。
1）  What is the title of this exhibition?
2）  What did a Japanese journalist call the twentieth century? 
3）  They have two messages they want to send to us through this exhibition.
 What are they?

２ 対話文が自然な流れになるように【A】～【G】に次から適当なものを選んで入れなさい。
あ： What happened to his family?
い： What makes you think so?
う： What were you thinking?
え：  What would you do if he were your own brother?
お： Why don’t we visit him next Sunday?
か： What picture impressed you the most?
き： Why was he biting his lip so hard?

教材資料 CROWN English Communication Ⅰ
Lesson 8  Not So Long Ago

はじめに

私は、現任校への異動を機に、授業スタイルを
変えて英語で授業を行うことを決意しました。し
かし、そもそも「英語で授業」とはどういうこと
なのかよくわからず、All Englishでなければなら
ないという窮屈な考えに縛られていた時期もあり
ました。その結果、私自身が英語でまくしたてる
ような授業になってしまい、反省したこともあり
ます。また、文法に関しては、説明や知識を整理
するには日本語の方がはるかにわかりやすく、効
率的な場面も多く、そのような場面での英語によ
る説明は、生徒をさらに混乱させかねないと思い
ました。このように、英語で授業をするにあたり、
授業の中でどのように英語を使用するのか、どの
ような授業構成にしたらよいのか悩み、試行錯誤
の毎日でした。しかし、次第に自分なりの授業ス
タイルが確立できたように思います。

1　英語で授業を行う３つのポイント

私が、主に日本語で行ってきた授業から英語で
行う授業に変えた方法のポイントは、「Classroom 

English」「Oral Introduction」「Interaction」です。
英語で授業を行うことを意識してからは、input

中心の授業から、自然とoutputのための活動時間
が増えていきました。
まず、私が最初に徹底させたことは、Classroom 

Englishです。あいさつから英語で始め、指示を出
す時や評価を行う時は英語です。これらの表現は、
毎回授業で使い続けて習慣化することで、生徒も

埼玉県立深谷第一高等学校　嶋田  容子

MY WAY English Communication Ⅰ
Lesson 7  The Power of Words

Oral Introductionから始まる
生徒の意欲的な活動を促す英語の授業
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すぐに慣れていきます。Classroom Englishに関
しては、1年生の4月から徹底させるとよいと思
います。2，3か月経つ頃には、生徒も英語での指
示に慣れて動けるようになりました。具体的な
Oral Introductionについては、以下の「2 Lesson 

7におけるOral Introduction」で示します。また、
Interactionについては、「3 Oral Introduction後
の授業展開」「4 グループ学習について」で示しま
す。

2　Lesson 7におけるOral Introductionの実践例

（1）Oral Introductionのねらいと方法

私は、Oral Introductionを充実させることは、
英語による授業の大事な要素だと考えています。
私は、各レッスンやセクションごとにプロジェク
ターを使って行うのですが、毎回構成を考える時
には、指導書の「解説と指導編」と「英語で授業
編」を参考にしています。さらに、本文に関連す
る写真や地図を用いて、写真から読み取れるプラ
スαの情報も話題にしながら、広がりのあるス
トーリーを展開していきます。スライドを見せな
がら、一人一人の生徒にQ&A形式で質問を投げ
かけます。答え方のわからない生徒には、別の表
現で言い換える、2択の質問に変える、ジェス
チャーを使うなどして、英語で対話ができるよう
に工夫します。また、新出単語を、写真や絵と英
語での説明で意味を推測させる活動を行います。
この時にも、指導書の「英語で授業編」や英英辞
典がたいへん役立ちます。生徒はこのやり取りが

❷
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とても好きなようで、熱心に見て聞いて英語を発
しています。教師の一方通行にならないように、
生徒に英語で質問を投げかけ、重要な単語やフ
レーズなどは、英語で言わせることで、生徒との
やりとりにリズム感が生まれます。

Lesson 7のOral Introductionで使用したスライ
ドは20枚、今回は、レッスン全体の導入として
行ったため、所用時間は25分でした。各セクショ
ンの導入として行う時は、長くても10分以内に収
まるようにしています。各セクションやレッスン
を読む前にこうした活動を取り入れることで、教
科書の本文を読む時に英文の内容をイメージしや
すくなり、各セクションを学習していく上でのモ
チベーションアップにもつながります。また、既
習レッスンの教材も生かすことができます。そし
て、Oral Introductionの後には、簡単なワークシー
トを用意して取り組ませて、内容を整理させます。

（2）単元の概略

Lesson 7は、オバマ大統領のプラハでの「核兵
器なき世界へ」の演説 → ノーベル平和賞受賞
（Section 1）→ オバマ氏の生い立ちと大統領にな
るまでの道程（Section 2）→ 核兵器廃絶の難しさ
とオバマ氏による現実の一部容認（Section 3）→ 

オバマ氏のことばに触発された三宅一生氏
（Section 4）という概要です。このレッスンの中に
は、オバマ大統領、プラハでの演説、ノーベル賞、
オバマ氏の歴史、核兵器、広島・長崎原爆投下、
三宅一生氏など、様々なキーワードがあります。
生徒の興味・関心を高めるために、このレッスン
に入る前にこれらのキーワードを基にOral 

Introductionを作りました。写真は教科書に載っ
ている写真と、自分で探した画像を使用しました。

（3）オバマ大統領について

まずは、オバマ大統領が聴衆の前で手を振り、
ミシェル夫人と一緒に写っている写真のスライド
から始めます。“ Who is he?  What is his famous 

phrase?  Who is the lady next to him?  What’s 

his job?”など、生徒を指名しながら簡単な質問を
していきます。例えば“She is Obama’s wife.”と
答えられない生徒に対しては、“Is she Obama’s 
daughter, mother or wife?”と質問を変えます。
その後“President of what country?”という具合
に、さらに質問をテンポよく続けます。そして、
この写真で新出単語“audience”を紹介します。絵
を指さしながら、“There are many people around 

them. Who are they? What are they doing?”と
いう問いから“audience”という単語の意味を推測
させ、日本語を介さずに紹介します。繰り返し出
てくる単語や重要度の高い単語に関しては、この
ような方法で紹介しています。キーワードが写真
の上に浮かび上がるようにスライドを作成し、ク
ラス全体でリピートさせて印象に残るようにして
いきます。
“He is the president of America.”という答えが

引き出せたところで、次は“America”についてで
す。Lesson 7だけでなく後に学習するLesson 9に
おいても、アメリカが色々な表記で出てくるので、
ここでAmerica = The United States of America

であることを教えます。“What does state mean?”
と質問をしても生徒は答えがわからないので、
“There are 47 prefectures in Japan.  There are 50 

states in America.”とヒントを与えていくと、生
徒は“state = 州”であることに気付きます。ここか
らアメリカの地図を見せて、“Where was he 

born?”と聞いていきます。“Hawaii”という答えを
導き出すために、“It’s an island that is very popular 

with Japanese tourists.  Can you guess where it 

is?”とヒントを出します。テンポよく進めるため
に、適宜生徒が理解できる表現に言い換え、ヒン
トを与えることが大切です。
次に“Barack Hussein Obama”と名前を見せて、

“What is his given name?”と聞きます。姓と名に
関してはLesson 1で扱っているので、復習にもな
る質問です。次に“Barack is a Swahili word.  

Swahili is an African language.”という情報を与
え、次のスライド（オバマの父母の写真）へとつな

げます。
オバマ氏の名がスワヒリ語であるということ

と、彼の父の写真から、父がケニア出身であるこ
とを推測させます。この時も地図を見せながら
“The capital of the country is Nairobi.  Many 

marathon runners are from this country.  

Takahashi Naoko competed with many runners 

from this country.”と、Lesson 2で学んだ内容も
ヒントとして使います。そして年表で、オバマ氏
の生い立ちと大統領になるまでの道程を、Q&A形
式で進めていきます。

（4）核と平和について

そして、核の話に移ります。オバマ氏が聴衆に
囲まれて演説を行っている写真を見せ、まずは最
初のスライドで学んだ“audience”の復習です。こ
のように、一度出てきた単語を別のスライドで登
場させることも、一つの工夫です。そして、この
演説のキーワードとなる“a world without nuclear 

weapons”という言葉を紹介しますが、nuclear 

weapon”という単語も、写真と英語での説明で理
解させます。“Nuclear weapons have been used 

only twice in the history in the ending days of 

World WarⅡ .”と説明し、広島・長崎の写真を見
せます。この時点で、生徒は今何を話題にしてい
るのかわかるので、“Which country dropped 

nuclear weapon?”  “When were nuclear 

weapons dropped?”と質問を続けます。そして、
広島と長崎に落とされた原爆と、現在、世界にあ
る核兵器の数・威力について想像させます。そし
てプラハの演説の写真に戻り、なぜオバマ氏が
「核兵器のない世界を実現させるつもりだ」と宣
言したのかを考えさせます。
そして最後に、この演説が彼を有名にし、ノー

ベル平和賞を受賞したことについて触れます。
Lesson 6で既習の単語“prize”を使い、“He got 

the prize after the speech.”と説明し、マララユ
スフザイ、マザーテレサ、アウンサンスーチー 

（Lesson 1で登場）など、他のノーベル平和賞受賞

者の写真を何枚か見せて、オバマ氏がノーベル平
和賞を受賞したことを紹介します。以上のような
流れで、Lesson 7の導入としてOral Introduction

を行いました。（Section 4の導入としては別の活
動を考えていたので、あえてSection 4の内容に
は、ここでのOral Introductionでは深く触れませ
んでした。）

3　Oral Introduction後の授業展開
　
このように、何を使ってどのようにOral 

Introductionを展開していくのかを考えて、準備
することは時間のかかる作業です。しかし、教科
書の題材について調べ学び、生徒にわかるような
英語にパラフレーズすることは、教師にとっても
たいへん勉強になることですし、私は楽しみなが
ら教材研究を行っています。そして、教師自身が
英語を使うことも大切ですが、何よりも大切なこ
とは、生徒に英語を使わせるということです。
そして、Oral Introduction後は、各セクション

の指導です。①新出語句・文法の確認、練習　②
本文の概要を掴む練習（Q&A、T or F、本文内容
を図表にまとめさせる、対話を完成させる等）③
Oral Introductionで扱わなかった部分（内容・言
語材料）について日本語での補足説明　④本文の
音読　⑤リプロダクション　⑥サマリー　という
流れで進めます。Oral Introductionから得られた
情報は、ここでの生徒が自力で教科書の本文を読
む活動（Q&A、T or F、本文内容を図表にまとめ
させる、対話を完成させる等）につながります。
④では、全体・ペア・個人で多様な音読を行いま
すが、音読させる前には、十分に聞かせて音声と
文字を一致させます。また、① ② ③で英文の内
容を理解させた上で行っています。そうでないと、
ただ読んでいるだけという状態になり、音読の目
的が果たせませんし、その後の活動にもつながり
ません。また、音読指導には様々な方法がありま
すが、それぞれの音読の目的を知り、適切な順序
とタイミングで取り入れるようにしています。そ
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1　指導の際に心がけていること

（1） 教室の整頓や身だしなみ、元気な挨拶かなど、
授業に向かう生活指導の充実を基本とする。

（2）  授業を全て英語で成立させるのが難しい場合
は、「アクティビティ中は日本語禁止」などと
ルールを決めて、一定時間は英語で通せるよ
う確保する。

青森県立八戸工業高等学校　志村  康秀

VISTA English Communication Ⅱ
Lesson 6　Unique Countries

目標はやはり「使える英語」!
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（3） 文法説明はなるべく簡潔にし、身近な話題で
英文を作ることで文法・構文の定着を図る。

（4） 定着を確認するために、「小テスト」「まとめ
のテスト」をこまめに行い、授業の中で導入
から復習まで、ある程度完結させる。

（5） 「小テスト」に始まり、音読、起立しての「ペア
ワーク」、生徒の「デモンストレーション」な
どを取り入れ、眠る暇の無い授業作りをする。

2　自作ワークシートを用いた授業での発話例

SECTION　3　
Mike :  Aya, what’s the smallest continent in 

the world?

Aya :  I think Iceland is.

Mike :  Iceland isn’t a continent.  It’s an 

island.

Aya :  How about Greenland?

Mike :  Greenland is also an island.  On this 

map, it seems that Australia is the 

smallest continent.

Aya :  Well, let’s check again on the Internet.

Mike :  I’m right!  And Australia is the only 

continent that has just one country.

【T-F Questions】
1  Iceland is the smallest continent in the 

world. (　　　)

2  Australia is both a continent and a nation.                           

 (　　　)

【Q & A】
1 Is Iceland a continent?

2  What’s the smallest continent in the world?

SECTION 3  for Pair Work

Mike :  Aya, what’s the (　　　　)(　　　) in 

the world?

Aya :  I think Iceland is.

Mike :  Iceland isn’t a continent.  It’s an  

(　　　　).

Aya :  (　　　)(　　　) Greenland?

Mike :  Greenland is (　　　　) an island.  On 

this map, (　　)(　　)(　　) Australia is 

the smallest continent.

Aya :  Well, let’s (　　　　) again on the 

Internet. 

Mike :  I’m right!  And Australia is the only 

continent that has just one country.

 （和訳付き：省略）

Lesson 6　Unique Countries 

して最後には、各セクションのまとめとして、キー
ワードや写真をヒントにサマリーを言う活動（ペ
ア） → 書く活動（個人）を行います。音読とリプロ
ダクションの活動をしっかり行った後であれば、
生徒は本文の内容をまとめて相手に伝えることが
できます。英語で授業をするには、このような生
徒同士の Interactionも大切です。生徒にとって、
生徒同士であれば英語を使いやすく、生徒全員が
一斉に英語を使い話すことになるので、絶対的な
発話量を確保することができます。

4　グループ学習について
　
そして、前述したSection 4の導入としての活

動を紹介したいと思います。このセクションでは、
オバマ氏のことばに触発された三宅一生氏が登場
します。その導入として、グループ学習を行いま
した。彼がニューヨークタイムズに寄稿したエッ
セイと、教科書本文をアレンジした3つのパッセー
ジ（A・B・C）を作成し、使用しました。Aは三宅
氏について、Bは三宅氏の戦時体験、Cは三宅氏
の願い　という内容の英文です。3人1組になり、
A・B・Cのいずれかの英文を読み、英問英答や穴
埋め問題に答えながらサマリーを作ります。その
後、A・B・C一人ずつを寄せ集めた新たなグルー
プを作り、お互いに得た情報を紹介し合い、共有

します。そして最後に、「三宅氏になったつもりで、
オバマ大統領に想いを伝える手紙を書く」という
活動を行いました。この活動を行うことで、三宅
一生氏について知り、オバマ大統領の言葉が人々
の心を動かす力があったことを確認し、「核なき
世界」実現への道程は決して平坦ではない、と改
めて感じることができたようです。手紙を書く時
には、Section 1～ 3で読んだ内容や単語・表現
を使って、うまくまとめて書くことができていま
した。サマリーの作成や、このようなグループワー
クでの活動を行う時は、生徒がうまく言えている
か、困っていることはないかを教師がモニターす
ることが重要です。生徒に英語を使わせっぱなし
にするのではなく、フォローするために、全体の
前で発表させたり、書いたものを回収して添削し
たりします。

おわりに
　
このように、Oral Introductionで生徒の心をつ

かみ、授業の中で生徒が主体的に英語を使う場面
を設定することは、生徒の英語学習に対する関心・
意欲が高まり、前向きな学習につながると実感し
ています。今後も、生徒が積極的に英語を学び、
活用する能力を高められるように、指導法の工夫・
改善に努めていきたいと思います。
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（発問は指導書より引用）

（Worksheetより抜粋）


